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多波長異常分散法（MAD）は、放射光施設の利

用が絶対不可欠ではあるが、たった1種類の重原子

誘導体を利用するだけで位相決定ができるという非

常に有用な方法であり、今後も主たる解析法となる

のは間違いない。SPring-8にある蛋白質結晶学で利

用できるビームラインではMAD法のための測定が

簡便に行えるようソフトウエアも整備されてきてい

る。今回このセッションでは解析された蛋白質構造

についての発表ではなく、このMAD法の現状と今

後の可能性ということに注目し、各演者は、それぞ

れ何の原子の異常分散を利用しようとしてどうであ

ったかという発表がなされた。各演者のタイトルが

原子名だけなのはそういう理由である。

ワークショップの前半では、高エネルギー側に吸

収端をもつ比較的原子番号の大きな原子であるXe

（播磨研・宮武氏）、Cs（I）（播磨研・竹田氏）、Hg

（京大・藤橋氏）について発表がなされた。Xeは、

加圧で結晶に導入する装置が市販されているが、非

常に高圧で実験した場合、また減圧の際の方法など

についても議論された。一方、CsやIなどでは、イ

オン化合物として結晶化溶媒に添加することにより

結晶内に導入しようとする試みについて発表があっ

た。これらの原子の場合、Ｋ吸収端が非常に高エネ

ルギー領域で通常我々が利用しているビームライン

ではかなり限界値に近くなるため測定も困難でハー

ド面での改良も必要になってしまう。しかしながら

現時点ではまずこれら重原子の結晶中での占有率を

上げることが先決であろうということであった。

Hgについては非常に多く利用される重原子であり、

今回はそれらのデータの精度、あるいは利用するソ

フトウエアによる構造解析への影響などが発表され

た。

後半は低エネルギー側、Se（理研HTP 西尾氏）、

Fe（横浜市大・朴氏）、Mn（北大・姚氏）、S（姫工

大・須藤氏）について発表がなされた。セレノメチ

オニンを利用した構造決定法は現在よく使われてい

る方法だが、その利用に際する注意点などが発表さ

れた。Feの話題では、構造解析が成功するかどう

かはデータの良し悪しよりも空間群に関係するとい

った非常に興味ある話題がなされた。Mnの話題の

ところではむしろMAD法の利用というよりクライ

オ測定の具体的な方法についてさまざまな議論が飛

び交った。最後のSの利用については、なかなか一

般的な蛋白質への利用法は難しいという結論にはな

ったが、それを試みる過程の話は失敗談ではあるが

いろいろ気をつけねばならない点を確認できた。

MAD法は放射光を利用してのみ可能な方法のた

め、1人のユーザーが様々な方法を試みるというこ

とはなかなか難しく、発表される論文からはなかな

か細かいノウハウまでは知り得ない。今回、このセ

ッションでは同じビームラインを使うユーザーが集

まり、ネガティブデータも提示しながらMAD法の

今後の可能性についていろいろ議論できた事は非常

に有用であったと思う。
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